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野球応援を振り返って  応援団長 齊藤美沙紀（写真中央） 

 １回戦で勝利の校歌を聞いたときには泣きそうになりました。２回

戦では最初から苦しい状況になりました。私たちにできることは選

手を応援することだけなので、選手が打席に入ったときには全員

で大きな声で声援を送りました。負けた

ことは残念ですが、多くの仲間たちと一

緒に素晴らしい応援ができたことはい

い思い出になりました。応援団長を

やって本当に良かったと思います。野

球部の皆さんお疲れ様でした。 

 「人生が面白くなる」ではなく、「人生を面白くする」ために」 

～読書のススメ～                 

校 長  猪股 清子   一学期が終わりました。４月から学習・部活動・

生徒会活動とそれぞれ頑張ってきたことに、一つ

の区切りがついたことになります。 

 これから約一ヶ月は夏休み期間です。補習・部

活動などの合間に、少し時間ができることでしょ

う。若く感性が豊かな今、ぜひ本を読んでくださ

い。何でもいいのです。題名を見ておもしろそうだ

と思ったものから始めましょう。 

 読み、知ることで興味の範囲が広がり、心のひき

だしには楽しい時間が詰め込まれてゆきます。そ

の中から、本当に好きなもの、打ち込めるものが、

自ら考え選択した結果として見えてくるのではない

でしょうか。 

 好きなことを深く追求する中で人は磨かれ、ワクワ

クする時間は人生を楽しくしてくれます。その充実感

が自信につながって、人を魅力ある存在にしてくれ

るのだと思います。楽しんでいる人は、他の人をも明

るい気分にさせるのです。 

 「面白い」という感覚は、自分で作り出すものです。

この夏休みに一人でも多くの人が読書に親しみ、期

待や喜びで心が弾む時間を創出することを願ってい

ます。 
  （私自身も本を読み、映画を見、心に水をやりたいと思います。） 

 野球部主将として 藤井隆彦 

 １回戦は初回から最終回まで気を抜

かずに冷静に試合をすることができま

した。ピッチャーの大輔がとても踏ん

張って投げてくれました。２回戦は初回

から雰囲気にのまれ、そのまま負けて

しまいました。自分たちのミスから失点したことが残念です。大会

全体の感想として、１勝して仁賀保高校の校歌を流すことができ

て良かったです。暑い中、たくさんの応援ありがとうございました。 

 第９８回全国高等学校野球選手権大会秋田大会 ７月１２日～ 

明桜高校戦を振り返って 

投手 高橋大輔 

 １回に次々にヒットを打たれ、投げ

る球がなくなってしまいました。２回に

も追加点を奪われてとても疲れてい

ました。チームにエラーがありました

が、自分が鋭い当たりを打たれなけ

れば防げたので、自分の責任です。

何点とられても後ろで守り続けてくれ

た仲間に感謝しています。負けたこと

は残念ですが、最後まであきらめな

い自分たちの

姿を見てもらう

ことができたと

思います。仁

賀保高校で野

球ができて本

当に良かった

です。 



８月２２日（月）始業式 実力テスト② 

         整容指導④ 

   ２３日（火）球技大会～２４日  

   ２５日（木）面接週間（短縮）～３１日 

   ２６日（金）ＰＴＡ役員会② 

９月 ３日（土）野球秋季地区大会～１１日 

    ５日（月）就職応募書類受付 

     ６日（火）２年生ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ～８日 

    ７日（水）登校時一声運動②  

   １６日（金）就職採用試験開始 

   ３０日（金）仁高祭～１０月１日（土）     

高卒求人の求人票公開が始まりました   

校舎の風景④  

Ｆｉｅｓｔａ 
（Fiesta is party in Spanish） 

 ７月１５日（金）の放課後にトレーシー先生の

“Ｆｉｅｓｔａ（スペインのパーティー）”が開催され

ました。ＡＬＴであるトレーシー先生は教室で英

語の授業のお手伝いをするだけではなく、ハロ

ウィンやクリスマスなどのパーティーを開催して

生徒を招待し、世界各国の文化の

紹介もしてくださいました。参加した

生徒は「いつもおいしい食べ物や

飲み物、楽しいゲームなどを準備

してくださいました。先生のおかげで

英語や世界について学ぶことがで

きました。」と話していました。       

トトレーシー先生は５年の在任期間

を終えて７月いっぱいで本校を離

任いたします。大変お世話になりま

した。ありがとうございました。 

 ７月３０日より広島県を会場に開催される全国高等学校総合

文化祭に写真部の高橋藍心（あいみ）さんが秋田県代表として

出場します。大会では撮影会や講評会も行われます。高橋さん

は高校入学時の部活動紹介で先輩の作品に感動したのがきっ

かけで、「自分もこんな写真が撮りたい」と思って写真部に入部し

ました。出品作「やっとできたよＶサイン」（写真）は弟をモデルに

母校の小学校で撮影しました。色々なポーズをとってもらい、で

きあがった写真を見てこのタイトルを名づけました。高橋さんは

「出場をとても楽しみにしています。他県の高校生の写真の風景

や人物の表情、作品を通じて感じることのできる撮影者の感性

にとても興味があります。」と話していました。                   

 ７月１日より高卒求人の求人票が

公開になり、製造業と非製造業に分

けて廊下に貼り出されました。非製

造業の求人票を見ていた女子生徒

は、「美容師を希望しています。やり

がいがあって昇給が期待できそうな

Ａ社を受験することに決めました。」

と話して

いまし

た。  

 秋田県教育委員会の事業として今年も就職支援員が配置

になり、５月より斎藤香奈子さんが進路相談室で生徒の進路

相談等を行っています。相談に訪れた男子生徒は、「設備工

事の会社の受験を考えています。求人票を見るだけでは分か

らないことを教えてもらえるので、受験する企業を自信を持っ

て決めることができまし

た。」と話していました。 

 ７月中旬現在の管内の

求人数は、昨年度とほぼ

同じです。就職応募書

類の受付は９月５日より

始まり、採用試験は９月

１６日より行われます。 

面談生徒と斎藤支援員（右） 


